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大山広報 平成2年 10月1日発行

！子： No. 715 （編集）

九州大学広報委員会

第三十一回中央図書館貴重文物展観目録

一『ローマ法大全j関係図書一

（中央図書館）

今回は現在の法律学の基礎といわれる『ローマ法大全』 Corpusi uris ci vilis 

関係の図書を下記により展示することになりました。教職員ならびに学生諸君に

多数御覧頂ければ幸いです。

なお，展観資料の選定・解説・配列等については法学部西村重雄教授に御指導

御尽力を頂きました。ここに厚くお礼申し上げます。

ifc 

展観場所：中央図書館メインロビー

展観期間： 10月15日（月）より

10月26日（金）まで

(11日間）
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大
品砧

予 広 報（No.715) 

『ローマ法大全j関係展観図書解説

はじめに

東ローマ帝国ユースティーニアーヌス大帝（在位527年～565年）は，旧ロー

マ帝国版図の多くを回復すると同時に，従来の法学説および勅法の集大成を命じ

た。その成果として533/34年に学説集纂50巻，勅法集纂12巻が成立し，同時

に作成された法学提要（入門書） 4巻（以上は大部分ラテン語）およびその後帝が

発布した新勅法 (168の勅法・殆どギリシャ語）をあわせてユースティーニアーヌ

ス帝法典あるいは『ローマ法大全』とされる。

この法典は東ローマ帝国においてはその滅亡に至るまで基本的には現行法の効

力を持ち続けたと考えられている。他方，西ヨーロッパでは，中世の 11世紀にな

ってボローニア大学を中心とする学者の尽力により再び理解が可能となり復活す

ることとなった。これに数多くの注釈Glossa（通常はその集大成としての 1250

年頃のアックルシウスの標準注釈）が付されて写本により流布し，ユ帝法典は多

くは現行法に等しい効力をもち，ないしは「害かれた理性 ratioscripta」とし

て尊重された。以来，西洋の法律学の歴史はユ帝法典（その注釈も含め）との格

闘のなかから生れたものと言っても過言でない。フランス法およびドイツ法を継

受した日本の民法もその流れの中にある。今日もなお，民法典の条文の理解にも

ローマ法の知識が不可欠であると言われる理由もその点にあるのであろう。

ところで，中世ローマ法学が利用したユ帝法典の本文（いわゆる流布本）は 16

世紀半ば以降人文主義法学の展開の中で，果たして適切であるかが検討され，多

数の変更を蒙ることとなった。この結果，ユ帝法典につきいずれの校訂版を利用

するかが大きな問題となることとなる。

本展観では，展示スペースとの関係で専ら『ローマ法大全』刊本の展示に限ら

ざるをえなかった。本学に多数所蔵される中世ローマ法以降の法学著作の古刊本

の展観については別の機会を持ちたい。

なお，左肩＊印の3点はミュンヘン大学法学部 w.クンケル教授 (1902～1981)
の遺文庫に所蔵のものであることを示す。
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大 学 広 報（No.715) 

1 .学説集纂フィレンツェ（ピサ）写本（写真版）

JUSTINIAN! A UGUSTI P ANDECT ARUM 

CODEX FLORENTINUS 2巻本

フィレンツェ，オレスキー社 1988年

現在フィレンツェ国立図書館に所蔵される学説集纂の最古の写本の写真版。原

物は学説集纂の成立（533年）に近い時期に羊皮紙に書かれたもの。永らく，ユ帝

の原本であると信じられ，また，この写本の再発見が中世におけるローマ法復活

の契機となったと言われて来た。ボローニアで成立した学説集纂の流布本は基本

的にはこの写本を基礎としていると考えられているが，多数の細かな違いがあり，

そのことは人文主義者Polizianoをはじめとする研究およびフィレンツェ写本の

Toelliによる刊行 (1553年）によってはじめて一般に明らかとなった。

6世紀当時の慣行によって写本が作成されているため，大文字のみで記され，こ

れを単語毎に分け，句読点をつけ，さらに内容に従い項に分けるといった仕事は

中世において容易な作業でなかったことは推測に難くない。

Dig.45巻 l章「言語債務について」の冒頭

（今日の表記によればD.45,1,lpr.）を転写する

ULPIANUSLIBROQUADRAGENSIMOOCTAUOAD 

SAB別UMSTIPULATIONONPOTESTCONFIC町I

SIUTROQUELOQUENTEETIDEONEQUEMUTUS 

NEQUESURDUSNEQUE別FANSSTIPULATIO 

NEMCONTRAHEREPOSSUNTNECABSENSQUI 

DEMQUONIAMEXAUDIRE町UICEMDEBENT

SIQUISIGITUREXHISUUL TSTIPULARIPERSER 

UUMPRAESENTEMSTIPULETURET ADQUIRET 

EIEXSTIPULATUACTIONEMITEMSIQUISOBLI 

GARIUELITU氾EATETERITQUODIUSSUOBLIGA

TUS 
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大 学 広 報（No.715) 

2.デ・トルティス版学説集纂後半部（1487年）

Digest um novum {Sp.41) 

（トリノ，エラスムス社， 1969年複刻）

中世においては写本で伝えられたユ帝法典は印刷術の発明により遂時印刷に付

されることとなった。すなわち 1468年法学提要が注釈付ではじめて刊行され，学

説業纂も当時の三分法（Digestavetus, infortiatum, Digesta novum）に

従い，三分冊として 1474年以降各地で刊行された。

本書は当時の印刷の中心の一つであったヴェネチアのデ・トルティスが学説最

纂3冊，勅法難纂，法学提要，新勅法あわせて6冊の形で刊行したものの複刻であ

る。

中心部に学説集纂のテキスト，その回りに注釈という形もその字体も当時の写

本に極めて近く又，簡略記号も頻繁に利用されている。

E. Spangenberg, Einleitung Nr .41に該当し 1506/7年まで9版を重ねた

が，本書はその初版に当たる。

流布本テキストは項の分け方も含めフィレンツェ写本と微妙に相違している。

D.45, 1の冒頭部分を転写し，前記フィレンツェ写本との比較に供する。

Ulpianus. （著作名および巻数の記載なし） Stipulatio• non potest confici : 

nisi vtroque loquenteb. Et ideo neque mutus : neque surdus : neque 

infans stipulationem contrahere possuntc: nee absensd quidem: quoniam 

exaudire se inuicem debent. § Si quis igiture ex iis vult stipulari : 

per seruum praesentem stipuletur: et acquiret1 ei ex stipulatu actionem. 

§ Item si quis ex iis obligari velit• : iubeat : et erit iussuh obligatus. 
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大 学 広

3. フラディン版学説量纂後半部（1518年）

Digestum novum (Sp.118) 

報（No.715) 

リヨンの出版業者 FranciscusFradinは， 1510/14

年に学説量纂，勅法量纂，法学提要をフォリオ版であわ

せて5冊として注釈付で刊行し，その後， 1536/37年ま

で8版を重ねた。本書はその第5版1518年の刊行。

Fradin社社章

なおこのFradin版より各法文に法文番号が付されるこ

ととなったことは画期的である。従前は参照の法文をそ

の法文の冒頭の数語（例えばD.45,l,lだと 1.stipulatio 

non potest）により参照を指示する他に方法がなかった。

また学説量纂について，はじめ

てPolizianoのフィレンツェ写本

についての研究を参照して流布本

テキストに変更を加えている。こ

れに対応する注釈には変更がない

ので，注釈にあって本文にない部

分も生れてくるのはやむを得ない

ところであり，以降の注釈付刊本

はいずれも同じ問題を抱えている。

印刷技術上も，赤字の印刷をま

じえ，見事な刊本である。

同書 D.45,1冒頭部分
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大 あ品＂＇

＋ 広 報（No.715) 

4. ケルバー版法学提要（1540年）

Institutiones (Sp.162f.) 

一一一.........~－－－ リヨンとならぶ当時の印刷・出版業の中心地であった

パリにおいて Johann Bonhomme, Johann Petit, 

Thielemann Kerberが共同で学説集纂，勅法集纂，法

学提要を五分冊の形でクァノレト版で1508/11年刊行し1513

/16年および1536/40年と版を重ねた。本書はThielemann

Kerber未亡人による 1541年（タイトルページには 1540 0 
年とある）のものである。

法学提要3巻15章 deverborum obligationibus 

（言語債務について）の部分

5. バーゼ・ル版パシリカ法典要約（1575年）

Lx librorum BASILIKON, id est vniversi ivris Romani, avctoritate 

principum Rom. Graecam in linguam taducti, Ecloga siue Synopsis, 

hactenus desiderata nunc edita, per Joan. Levnclaium. Ex Joan. Sambvci 

V. C. bibliotheca. Item, Novellarum antehac non pvblicatarvm liber. 

Adiunctae sunt et Ad Notationes interpretis, quibus multae leges 
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大 尚子 広 報（No.715) 

multaque loca iuris ciuilis restituuntur et emendantur. Basileae, 

per Evsebivm Episcopivm, M D LXXV 1575 

東ローマ帝国においては，現実にはユ帝法典をすべてギリシャ語に訳出（遂語

訳ないし要約）して利用され，それらが10世紀初頭レオ賢帝治下パシリカ法典60

巻として集大成された（現存するのはその約6割）があまりの大部のために各種の

要約書が作られその写本で伝えられた。本書もその 1つであり Jo.Levnclaiusの

手になるパーゼノレで発行のこの刊本がその初めての刊行である。

西ヨーロッパのローマ法研究は人文主義法学の展開の中で初めてビザンツ法源

の参照が可能となり，画期的な飛躍をとげた。しかし，ギリシャ語の知識は必ず

しも一般のものとならず（本書にラテン語対訳が付されているのもこの事情によ

る）又，ギリシャ文字の印刷も多くの技術的困難を伴い，ごく限られた印刷所が

印刷し得た。

学説嚢纂45巻1章はパシリカ法典43巻1章にそのギリシャ語要約が収録された

が該当の法典本文は伝わらず，またこの要約にも伝えられていない。
一－、？”••OHU•J・41U 崎山川・ICT/I－＇‘”
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-.ni~＇ ic'o尚刷（01鴨伊BE~・市副知剛1N111Mf抑制．
Jllc1.詰曽川開切‘l(Jllt：叫a.'Ji1ゐ叩．

BASILICORVM 
TnN BA'l:IA1~ LIDER x1111. 

I: 0 N B I II ..&. J. DE !I AND AT JS ET P ll 0-

IUPf E'N .TO.AO~N K.Al' E'NTOA！’Q N. curatoribus. 
TiTλ.4.昆‘φ.a. TIT • . I. CAP. I. 

lf 寺沿1"~＇切χ~：＋sSwf'＇加・＇＇＂＂ ＆，，，，，~， o61ig4tio •1111d.tti di llilio11i4 Jr t111ftゆ，1...,,.. 倒、
& m1m1hi1！＂栂池畑＂＇＇＂＂ .. ,;...&pn-
~；母由＇＂＇•& 'fllibllfilflll/r －~－－ a-i.・6欄．i!rfl油ω叫＆io•t.<.MM1""1tn11 gr.刷お蜘tffe
'fOrlttぷ鍋illttr11ntk.総 'ft&llllitll.ム＇＆.d#fit.

M'°""'111Ti繊泊＇ln'i伽御伽吋自主暢－

d恒輔柵,,,.;J.絹'lil.tldtrinY•情”誠哩“臥
C伸.v1.thcm.1E’・

攻、 Rtit.，持続ゐiJ6.五~lllbt•t/I.・.~iti'1i1111111-
'-"o,.i/"M#伊~＂＇＂路側'JIU/itu1i';,,. 
ttrlt.M輔副除'/II'.・ Si•/r#ttfi伽凧制11U・
’傭ポ抑ゆ•ftf""111T14“.,,,,, f11iffes，”iji 

菅野

B. 14, 1 (D. 17, 1に対応）の部分
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大 学

6. ’ボドツア版ローマ法大全（1593年）

広 報（No.715) 

Universi iuris civilis corpus (Sp.342) 

Petrus Baudoza (Baudoche) 

の校訂によりリヨンの Gabrielis

Balexerdiの元で発行の注釈付クアル

ト版4巻，学説葉纂2巻，勅法嚢纂 1

巻，法学提要，新勅法（ラテン語訳）お

よび封建封書を含む最終巻という構成

をとる。なお， 1600年のリヨンの別

の出版元BartholVicentiumで再版

をみており，当時高い評価を受けた。

。

ボドツァ版4巻本とD.45, 1冒頭部分

7. ゴトフレッドウス＝フェイイ版 ローマ法大全（1627年）

Corpus ivris civilis Justinianei (Sp.418) 

（オスナブリュック，オットー・ツエラー社， 1965年複刻）

Dionysius Gothofredus (Denis Godefroy) (1549～1622）は， 1583年

ジュネ－ 7• の J.Stoerの元から学説集纂，勅法集纂，法学提要および新勅法に封建 。
封書 Ciusfoedarium）を加えこれらを一体として『ローマ法大全』 Corpusi uris 

civilisの名を初めて与えて刊行した。

ゴトフレッドウスの校訂は人文主義法学の成果を取り入れ，中庸を得たものと

評価され，その後 16世紀末以降一般に広く入れられ，注釈付のもの，注記のみの

もの等を含め多く刊行された。ユ帝法典の様々な刊本による本文の混乱がこれに

よって収集されることとなった。もっとも，ゴトフレッドウスのとった妥協的態

度は問題を含んだがゴトフレッドウス版はその後200年を越えて使われ， 19世紀

末のモムゼンおよびクリューガーによる近代校訂版刊行をもってはじめてその役

目を終えた。
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手 広 報（No.715) 

アックルシウスの注釈および後期注釈学派Baltholus,Baldusからの抜書のみ

ならず人文主義法学者ル・コント LeConte，クジャス Cujasの説明をも注記し

た版は 1589年リヨンでフォリオ版6巻本としてはじめて刊行され， 1604年の第

2版， 1612年の第3版までゴトフレッドウスが自ら手をいれ，その没後Johannes

Fehusがリヨンで刊行したのがこの版である。

本書はいわゆるゴトフレッドウス版の中で注釈につき最もよい版とされリヨン

でカルドンとカウェラの元で出版されたものが，近年複刻となり，研究者が手頃

に手リ用できることとなった。

D.45, 1, 1,pl.はここでは次のように校訂されている O

I. VLPIANVS libro 48 ad Sabinum 

STIPVLATIOa non potestβconfici nisi vtroq ue loquen tebr et ideo6 

neque mutus, neque surdusε，neque infans' stipulationem contrahere 

possuntc : nee absensd quidem : quoniam exaudire se inuicem debenL 

Si quis igiture ex his vult stipulari, per seruum praesentem stipuletur : 

et aquiretf ei ex stipulatu actionem. Item si quis obligari velitg, 

iubeat : et erit quod iussuh obligatus. 

（ギリシャ文字は外側のクジャスの注記を指示する記号）

8. 志ゴトフレッドウス＝レウヴェン版 ローマ法大全（1688年）

Corpus iuris civilis (Sp.534) 

Sim. van Leeuwenの手により 1663年アムステルダムで 1663年ゴいフレッ

ドウス版が発行され高い評価を得たが，そのJo.Beyrusによる再刊（ギリシャ語

の本文はラテン語に訳出して掲載）

九州学報 (1235号） 1986, 2写真と共に紹介
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大 学 広 報（No.715) 

9. ゴトフレッドウス＝レウヴェン版 ローマ法大全（注記付） ( 1726年）

Corpus juris civilis (Sp.534) 2巻フォリオ版

,¥ i.; じ h J幅：》 l I: U .－.』，

SIM 0 N IS VAN  1. EI; U ¥VEN • .Jじ.Ll'G[l. B.1T・
.¥t>lllTI <tCO 4よりF IS II.I<: "U、、 r:11r11J:1: I‘’‘ II 仁 OSVl'Sll'-flHC、
1Nl.ll七瓦旨 lllULCJl(! J、1 八ι， I Et; U .'l ι~I 匡 N0 .~ i'I) SI ~IL 

1• 』＼ .t.>11 “ A ，，』

HISTORIA ET CHRONOLOGL-¥ JURIS CIVILIS ROMANI. 
αJ』ESISl.iULA且1~lf.THODO 1.u;mt （.礼T:¥RWI Tt;.'IPUS DぬIC.i:-0λT

,.;. ~ ...山M ・ pl凶g』＂＇嶋崎伽・＇~ψe .. >k問。”””1・

コ

d’ NTPBR.PI~ ， 
ApdJct!i制 IMBAPTISTAM VEll.DUSS~· 批 occxxvi.

6制む官.，；，u.~ :tm;Jq,io. 

社章

アントワープのJoannBaptista Verdussenのもとで刊行

•s. h均伽回Lil;.X加 ;:t'tt.f.一 一’ J一一 日・－
d家法察強諒恕護保総安三塁h沼笠間品~t:i
雲主務誌記怒翠授を窓窓豆沼玩都民参
．． ‘マ．”a・e・・嗣構崎、．”・a
DIGESTORUM SEU PAND&CTAR.'U湖

；〉

器題踊

ゴトフレッドウス＝レウヴェン版 D.45,1冒頭部分
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大 学 広 報（No.715) 

1 o.傘ゲバウエル版ローマ法大全（1776/1797年）
Corpus iuris civilis (Sp.572) 

ローマ法源の校訂研究に一生を捧げたオランダの学者 Henryk Brencmann ( 1680 

～1738）の遺稿をもとに， G.Chr. Geb~uer と G. A. Spangenbergがゲッテ

インゲンでJo.Chr. Dieterichの元から刊行したもの。第 1巻が学説集纂，第2

巻が勅法集纂（新勅法を含む）各種の流布本との異同が丁重に注記されているた

め，流布本の読みの再評価が生じた現在では学術的に大きな意義がある。

ゲバウエル版2巻およびD.45, 1冒頭部分

（文責：法学部教授西村重雄）
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